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第Ⅰ部 本研究の背景 

 

序 章 本研究の背景 

日本における看護職者は，保健師助産師看護師法の第 2 条第 1 項により，国家資格を

得て，国内の医療施設や福祉施設などで勤務している。看護師は医療の現場において，

医療の高度化や専門化に伴い，常に最新の知識と技術を維持および向上することが求め

られる。また，専門看護師や認定看護師といったキャリアアップを目指す看護師も増加

し，その活躍が期待されている。しかし一方，厚生労働省（2020）の令和 2 年度におけ

る「精神障害に関する事案の労災補償状況」では，精神障害の労災保険給付の支給決定

件数の多い職種における第 2 位は保健師・助産師・看護師であり，心身の支障をきたす

看護職者はかなりの数が存在し，軽視できないのが現状である。  

一方，近年ストレスコーピングに関しては，Seligman & Csikszentmihalyi（2000）によ

るポジティブ心理学の影響を受け，従来の事後対応的なコーピングの視点から（Lazarus 

& Folkman, 1984 本明他  訳 1991），将来的にストレスが発生する可能性を見据えた予防

的対処を行う Proactive Coping の視点へと変化しつつある。  

これらのことからも，従来の事後的なストレスコーピングから，将来志向型のポジテ

ィブな心理的機能に着眼した研究へと拡張され始めていることが窺える。多くのストレ

ス要因を抱えながら業務を遂行している看護師の状況や，看護師のストレッサーに関す

る数々の先行研究を概観しても，看護職のストレスマネジメント支援は急務であること

が明らかである。  

 

第１章 本研究の目的と意義・新規性・用語の定義 

我が国における医療職の精神障害補償状況は上昇傾向にある（厚生労働省，2020）。

また，看護師におけるストレッサーは，人間の生死にかかわるという職務上の緊張感や，

医療従事者間といったチーム医療における人間関係，不規則な勤務状況による心身の疲

労などが指摘されている（荒木，2013；一瀬他，2007）。  

そこで，国内，国外における看護師のストレスマネジメント介入研究の動向と課題を

検討することは，必要性が高いと考える。  

本研究の目的は，ポジティブな心理的機能に着眼し，看護師のストレスマネジメント
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支援のあり方の検討や実証を行い，結果を検証し，看護師への支援の示唆を得ることで

ある。  

 

第 1 節 用語の定義 

1.1 Proactive Coping 

Schwarzer & Taubert（2002）により，「挑戦的な目標や個人的成長を促進するための資

源の構築に関する努力」と定義されている。  

 

1.2 Proactive Coping のステージモデル 

Aspinwall & Taylor（1997）による Proactive Coping の 5 つのステージモデルは，将来

起こるかもしれないストレッサーを予測し，ストレスコーピングに必要な「資源やスキ

ルの構築」/（Resource accumulation）することから開始される。そして，潜在的ストレ

ッサーが接近しているという「注意の認識」/（Attention recognition）をし，察知したス

トレッサーに対して「予備的評価」 /（Initial appraisal）が行われる。その後，評価され

たストレッサーに対して，積極的な「予備的コーピング」/（Preliminary coping）を行い，

ストレッサーに対して進捗状況を評価し，新たなコーピングが必要であるか「フィード

バック」/（Elicit and use feedback）を行う 5 つの段階である。  

 

1.3 ポジティブ心理学 

 Seligman & Csikszentmihalyi（2000）が提唱した，人間の持つポジティブ機能に注目し

た心理学である。ポジティブ心理学における Well-being 理論は，「Positive Emotion：ポ

ジティブ感情」，「Engagement：エンゲージメント」，「Relationships：人間関係」，「Meaning：

意味・意義」，「Achievement：達成」であり，それぞれの頭文字をとり「PERMA」が構

成要素である。持続的な幸福は PERMA を高めていくことで達成される可能性があると

いわれている。  

 

1.4 Coaching/コーチング 

 既存の心理学的な理論（アンドラゴジー）や心理学的手法を用いて，クライアント個

人の生活や仕事領域における，目標達成や Well-being，パフォーマンスを高めることを
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目指した支援である（Grant & Palmer, 2002）。  

1.5 GROW モデルコーチング 

ゴール設定やゴールマネジメントがイメージしやすいといった特徴があるため，比較

的活用しやすい手法である。「Goal：目標・目指す結果」，「Reality Check：現状の確認」，

「Options：選択肢を持つ」，「Will：意志を持つ」であり，それぞれの頭文字をとり「GROW」

が構成要素である。（Jenkins, Passmore, Palmer, & Short, 2012）。  

 

1.6 セルフコーチング 

 Grant（2001）は，クライアント自身がコーチングを行う介入研究において，「Yourself 

Coaching」と評し，セルフコーチングを取り入れた研究を実施している。  

本研究では，クライアント自らが目標設定をして，メールやパンフレットを参考にして

自己の進捗状況を確認し，自己承認するなどのコーチングスキルを用いて行うコーチン

グをセルフコーチングとする。  

 

1.7 事後対応的なコーピング 

 ある特定のストレスフルな出来事や問題に直面した時，人はその出来事を解決するた

めに苦痛を緩和したり，低減するためにコーピングを行う（Lazarus & Folkman, 1984 本

明他 訳 1991）。  

 

1.8 ストレス対処/ストレスコーピング 

 ストレス状況にさらされると，その状況を何とかしよう，抑うつ，イライラなその不

快な反応を緩和しようと様々な努力がなされる。このストレス状況にうまく対応しよう

とする認知的，行動努力をストレス対処 /ストレスコーピングという（石川，2017）。本

論文中の記述では「ストレスコーピング」を採用するが，文献や理論からの引用に関し

ては既存の用語を使用する。  

 

1.9 Proactive Coping Inventory（PCI） 

PCI は 7 因子からなる Proactive Coping を測定する尺度である。これは，Schwarzer の

定義を用いて作成され，下位尺度として Proactive Coping subscale と Aspinwall（1997）
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の定義を捉えた Preventive Coping subscale が含まれる（Greenglass et al., 1999）  

 

1.10 Proactive Coping Competence Scale（PCC-J） 

PCC-J は，Proactive Coping の 5 つのステージモデル（Aspinwall & Taylor, 1997）をも

とに作成されており，「現実的な目標設定」，「フィードバックの活用」，「将来の評価」，

「リソースの活用」といった Proactive Coping の行動を測定する 4 因子 21 項目の尺度で

ある。  

 

1.11 SOC（Sense of Coherence/首尾一貫感覚） 

SOC は Antonovsky（1987 山崎・吉井訳 2011）が提唱した理論として，健康生成に基

づいた中核概念であり，「ストレス対処能力」や「健康保持能力」ともいわれ，健康に影

響を与える要因の 1 つである。また，ストレスにさらされながらも健康へのダメージは

受けず，むしろ，時には成長の糧にさえするという対処能力であり，SOC は生涯を通し

て形成されるといわれている（山崎・戸々里・坂野，2019，p 3-24）。SOC は健康保持機

能力をはかる尺度として開発されたものであり，「把握可能感」「処理可能感」「有意味

感」といった 3 つの要素で構成される。  

 

1.12 SHS（Subjective Happiness Scale/日本語版主観的幸福感尺度） 

SHS は，主観的幸福感尺度とも訳され，Lyubomirsky & Lepper（1999）が開発した尺

度を島井他（2004）が日本語版として翻訳した。主観的な幸福感に関する評価を行うも

のであり，尺度の構成は 1 因子 4 項目である。 

 

1.13 資源 

 本論文では，内的資源と外的資源を合わせて資源とする。  

内的資源とは，気質や体質，性格，セルフエステームやセルフエフィカシーのような

その人の内側にある資源。外的資源とは，親しい人や，信頼の置ける人などを含むソー

シャルサポートネットワークに代表される，その人の外側にある資源（山崎他，2019，

P 17）  
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第Ⅱ部 文献研究 

  

第２章 本研究の目的と意義・新規性 

文献研究では，看護師のポジティブな心理的機能を高めるストレスマネジメントに関

する，研究の動向と課題を明らかにするため，以下の 3つの視点で文献研究を実施する。  

目的 1 において，先行研究では，国内の看護師の多くがストレス体験をしながら，業

務に従事していることが明らかとなっている。そのため，看護師のストレスマネジメン

ト介入研究の動向と課題を明らかにすることは，看護師へのストレスマネジメント支援

の方向性について検討が可能であると考えられ，ここに【研究 1】の意義と新規性があ

る。  

 目的 2 では，近年，ストレスをポジティブな視点でとらえた，ストレスコーピング方

略である Proactive Coping を用いた研究が拡張されている（Aspinwall & Taylor, 1997）。

そのため，医療分野における Proactive Coping 研究に関する動向と課題を明らかにする

ことで，看護師への将来志向型である積極的なストレスコーピングへの支援へのあり方

を検討することができると考える。ここに【研究 2】の意義と新規性がある。  

 目的 3 では，看護師を対象としたコーチング研究の動向と課題を検討することで，看

護師のポジティブな心理的機能を高める方法や，有用性および支援のあり方について検

討することができると考えられる。ここに【研究 3】の意義と新規性がある。  

  

第３章 【研究 1】看護師のストレスマネジメント介入研究の動向

と課題 

本研究では，看護師のストレスマネジメント介入研究について考察する。  

【研究 1】の検討により，どの領域に勤務する看護師にとっても，ストレスマネジメ

ントが必要であることが明らかとなった。また，Stress Management Program を効果的に

実施するためには，いくつかの理論を用いて，プログラム内容が生活の一部として活用

できるような実施可能な手軽さも考慮し，プログラムに対して価値を見出せる内容を構

築する必要があると考えられた。そして，看護師のストレスマネジメント支援における

プログラムに関しては，介入後も効果が継続していた結果も考慮すると，継続性のある

内容へと充実させる必要があると考えられる。 
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第４章 【研究 2】看護師の Proactive Coping 研究の動向と課題 

本研究では，ポジティブな心理的機能に着眼し，看護師の Proactive Coping 研究の動

向と課題について考察する。  

患者や高齢者，家族を対象とした Proactive Coping 研究では，調査・介入研究が実施

されていた。また，看護師を含む医療従事者を対象とした研究は，調査研究が多くあり，

介入研究は見当たらなかった。調査方法は，一時点調査が多くあった。また，時系列デ

ータの調査は Proactive Coping と職場での攻撃性との関連についての調査研究が 1 件と

非常に少なかった。  

医療従事者を対象とした研究結果では，Proactive Coping により，バーンアウトや抑う

つ状態の重症化などの予防的効果，Proactive Coping の一種であるサポート希求の高い

看護師ほど Proactive Coping が高いことが示唆されていた。これらのことからも，看護

師職を含む医療従事者のストレスコーピングに対し，ポジティブ心理学の視点における

Proactive Coping の実施は，医療従事者の心身などへの健康の保持に有効であると考え

られた。  

 

第５章 【研究 3】看護師のコーチング研究に関する動向と課題 

【研究 2】では，看護師のポジティブな心理的機能を高める Proactive Coping の有効

性および必要性が示唆された。ポジティブな心理的機能を高める手法としては，一般的

にコーチングを用いた介入が効果的であるといわれている（西垣，2015）。そこで本研

究では，ポジティブな心理的機能を高める手法であるコーチングを用いた研究に着眼し，

動向と課題を検討する。  

 文献研究の結果，看護師へのコーチング実施では，コーチング能力とコミュニケーシ

ョン能力の向上，メンタルヘルスの改善効果，職務満足度の向上などの効果がみられた

ことが明らかになった。これらのことからも，看護の現場においても，コーチングを用

いた目標志向型思考による看護実践を行うことは患者および看護師の双方にとっても

有効であると考えられる。看護領域における効果的なコーチングの活用方法については，

患者やその家族の属性に配慮した適切な方法を用い，また，患者・家族や看護職におけ

る個人や集団，看護師が所属する組織を対象にした実証的な介入研究を積み重ねること

が必要であると考える。 
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第Ⅲ部 実証研究 

 

第６章 本研究の目的・意義 

第Ⅱ部の文献研究である【研究 1】，【研究 2】，【研究 3】から，看護師のストレスマネ

ジメント支援において，ポジティブな心理的機能を高めるための Proactive Coping の効

果が明らかになった。そして，その手法としては，GROW モデルコーチングが有用であ

ることが示唆された。  

以上のことから，本研究では，以下の 3 つを目的として，看護師のポジティブな心理

的機能を高めるストレスマネジメント介入案の作成およびストレスマネジメント支援

の実施を行う。   

目的 1 では，看護師の Proactive Coping を高める要因を明らかにする。それにより，

看護師へのストレスマネジメント支援の在り方を検討することができると考えられ，こ

こに本研究の意義や新規性がある。  

 目的 2 では，先行研究における医療従事者を対象とした Proactive Coping に関する調

査では，ほぼ 1 時点で実施されていた。このことからも，時系列調査を行い，時間的な

ストレス対処と変化について明らかにすることで，看護師への将来志向型思考のストレ

スコーピングに関する支援への示唆が検討できるのではないかと考えられる。ここに本

研究の意義や新規性がある。  

 目的 3 では，目的 1，2 の結果から，看護師のストレスマネジメントのための Proactive 

Coping に基づいたコーチング支援を行うために，Proactive Coping の 5 つのステージモ

デルをベースとした介入案を作成し，有効性と効果を検討する。このことにより，これ

までの事後対処的なストレスコーピングから，Proactive Coping を獲得する支援ができ

ると考えられ，ここに本研究の意義や新規性がある。  

  

第７章 【研究 4】看護師の Proactive Coping を高める要因に関す

る研究 

第Ⅱ部文献研究において，看護師へのストレスマネジメント介入研究，看護師への

Proactive Coping 研究，看護師へのコーチング研究の動向と課題を分析した。本研究で

は，看護師の Proactive Coping を高めることの意義やその支援の方向性について検討を
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実施する。分析の結果，Proactive Coping を高める要因は，『ストレス体験』から，『体

験の意味づけ』を行い，出来事をポジティブかつ客観的に捉え，ストレス体験を肯定的

視点で捉えることで，『視点と発想の転換』や『目的と目標の転換』を行うことが明ら

かとなった。また，看護師個人が，⑧「予備的コーピング」，⑨「フィードバック」を

繰り返し行うことは，Lazarus & Folkman（1984）のストレスコーピング理論と，Aspinwall 

& Taylor（1997）における Proactive Coping のステージ理論のストレスコーピングを循環

させることにつながると考えられた。  

 

第８章 【研究 5】看護師の Proactive Coping とストレスコーピン

グ能力に関する因果関係―交差遅延効果モデルの分析― 

本研究では，仮説 1，Proactive Coping の信念である PCI は SOC に影響を与え，Proactive 

Coping の行動である PCC-J に有意な影響を与える，また，仮説 2，Proactive Coping の

信念である PCI は，Proactive Coping の行動である PCC-J に影響を与え，SHS に有意な

影響を与える，という，2 つの仮説を検証することを目的とした。実証研究の結果，日々

の Proactive Coping の信念や行動といった，ストレスコーピングの蓄積が SOC を高め，

看護師自身のセルフマネジメントにつながる可能性がある。Proactive Coping における

信念や行動が，看護師の満足感や幸福感を導くには，ストレス体験を意味づける「内的

動機づけ」が関係している可能性があることが示唆された。  

 

第９章 【研究 6】看護師のストレスマネジメントのための Proactive 

Coping に基づいたコーチング支援 

 本研究は，看護師のストレスマネジメントのための Proactive Coping に基づいたコー

チング支援を行うために，Proactive Coping のステージモデルをベースとした介入案を

作成し，有効性と効果を検討した。介入の結果，Proactive Coping を高めるコーチングの

介入は有効であった。ストレスマネジメント支援においては，看護師自身が人生の目的

や目標を意味のあるものと感じ，自己の強みに気づくことができるようなコーチングが

必要であることが示唆された。また，研究の限界と課題としては，介入の人数が合計 6

名と非常に少ない状況であった。  
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第Ⅳ部 結語 

 

第１０章 本研究の総合考察 

第 1 節 文献研究の検討 

【研究 1】，【研究 2】，【研究 3】の結果により，看護師のポジティブな心理的機能を高

めるストレスマネジメント介入案の作成およびストレスマネジメント支援の実施を行

う必要性が示唆された。よって，これらのことから実証研究を検討した。  

第 2 節 実証研究－仮説の検証 

本研究における文献的検討や，【研究 4】，【研究 5】の考察から，看護師の Proactive 

Coping を高める要因や有効性，および支援への示唆を得た。これらの研究を踏まえなが

ら，【研究 6】では看護師のストレスマネジメントのための Proactive Coping に基づいた

コーチング支援を行うために，Proactive Coping のステージモデルをベースとした介入

案を作成し，有効性と効果を検討した。  

第 3 節 実証研究－介入研究の検討 

3.1 Proactive Coping を高めるためのステージモデルをベースとした      

GROW モデルコーチングの介入における有用性や効果 

 【研究 6】の介入において，コーチング群は，Proactive Coping の信念と行動，主観的

幸福感のすべてにおいて，得点の上昇がみられたことからも，コーチング群では SMI 案

の有効性が示された。また【研究 4】および【研究 5】の示唆から，看護師の Proactive 

Coping を高め，主観的幸福感に導くためには，自己のストレス体験における意義への

「内的動機づけ」が重要な要因であることが検討された。このことからも，コーチング

によりストレス体験の意義の「意味づけ」が促進され，それにより Proactive Coping が

高まり，主体的幸福感につながったのではないかと推測された。  

以上のことからも，看護師におけるストレスマネジメント支援は重要であり，本研究

でも用いた積極的なストレスコーピングである Proactive Coping のステージモデルベー

スとした，GROW モデルコーチングを用いた支援は，【研究 6】の結果からも有効的で

あると考えられる。  

3.2 看護師への支援における今後の展望 

看護師らのメンタルヘルス対策が適切に行われるためにも，看護師個々へのストレス
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マネジメントの支援とともに，管理職の教育や組織に対しても，ストレスマネジメント

の方法や，認識の調査およびポジティブ心理学をベースとした学習の機会を作り，組織

としてスタッフのメンタルヘルスケアに取り組めるよう，方策を検討する必要があると

考える。  

 

第１１章 本研究の限界と今後の課題 

本研究の限界は，【研究 6】は，本研究は介入研究であり，介入の人数が合計 6 名と非

常に少ない状況であったため，回収した調査データの分析には限界があると考えられる。 

今後は研究対象者の人数を増やし SMI 案の改善や，Proactive Coping を高めるコーチ

ングの支援のあり方を追求していくことが課題であると考えられる。また，セルフコー

チングのメリットも考慮し，個々の看護師の状況に合わせた方法の検討や，看護師自身

がコーチングとセルフコーチングのどちらを選択しても，Proactive Coping を高められ

る SMI プログラムを検討および作成していくことが必要であると考えられる。  

 

第１２章 本研究の意義と新規性 

本研究の結果から，看護師の Proactive Coping を高める支援として，ポジティブ心理

学をベースとした Proactive Coping のステージモデルをベースとした介入は，看護師の

ポジティブな心理的機能である Proactive Coping を高めることができ，それにより，Well-

being の維持および促進されることが示唆された。これらの効果は，患者や家族らへの

質の高いケアの提供や，良好なチーム医療体制への構築などに寄与できるのではないか

と考える。これは，本研究の意義や新規性であると考える。  

 

第１３章 結語  

第Ⅰ部の文献研究の検討や，第Ⅱ部の実証研究，【研究 4】,【研究 5】の考察から，看護

師の Proactive Coping を高める要因や有効性および支援の示唆を得た。これらの研究を

踏まえながら，【研究 6】では看護師のストレスマネジメントのための Proactive Coping

に基づいたコーチング支援を行うために，Proactive Coping のステージモデルをベース

とした GROW モデルコーチングの介入案を作成し，有効性と効果が示唆された。  
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